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研究成果の概要（和文）：地域高齢者202名を調査した結果、97名（48.0%）が脳の健康のために取組んでいる活
動があると回答し、取組んでいない者と比較して、記憶や情報処理課題の成績が良好であった。軽度認知機能障
害を有する高齢女性56名を対象に語想起課題中の脳血流と園芸活動の有無との関連を調べたところ、日常的に園
芸を実施している者で脳血流が有意に増大していた。また、うつ徴候および軽度記憶障害を有する高齢者89名を
運動群、菜園群、対照群にランダムに割り付け6か月間の介入前後での効果を調べたところ、運動介入は記憶お
よび持久性の向上に効果が期待されることが示されたが、菜園作業での介入効果は確認することができなった。

研究成果の概要（英文）：Among 202 community-dwelling elderly, 97 (48%) answered having specific 
daily activities to maintain their brain health. Participants with specific daily activities for 
brain health showed better performance in memory and processing speed tasks than those without. 
Older women with mild cognitive impairment (n = 56) who had routine gardening activities 
demonstrated increasing brain blood flow during verbal fluency tasks, while those without gardening 
activity showed fewer brain blood flow. The intervention effects of exercise and gardening 
activities on elderly subjects (n = 89) exhibiting depressive symptoms and mild memory loss were 
investigated. As a result of a simple comparison that refers to the Control Group, logical memory 
performance and the distance covered in a two-minute walk showed significant improvement in the 
Exercise Group. No items were observed showing significant improvements in the comparison between 
the Gardening Group and the Control Group.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
高齢者におけるうつ症状の有病率は、10～

20％程度と推測されており、うつ徴候や慢性
的なストレスの持続は、将来の認知機能低下
や認知症の発症をきたす危険因子のひとつ
とされている[1,2]。 
一方、わが国における認知症高齢者は増

加の一途であり、2012 年時点で 65 歳以上
の高齢者の約 15%にあたる 462 万人が認知
症を有するとされており、その予備群とさ
れ る 軽 度 認 知 障 害 （ mild cognitive 
impairment: MCI）を有する高齢者は約 400
万人と推計されている。今後、認知症の有
病率の増加は不可避であり、その予防のた
めの早期からの取り組みは非常に重要な課
題である。その有効な予防対策のひとつと
して、運動による身体活動の増大による認
知機能低下抑制の効果が期待されており、
ランダム化比較試験（randomized controlled 
trial: RCT）デザインによる先行研究によ
って、その効果が確認されつつある[3,4]。 

うつ徴候の存在は、認知症発症の重要な危
険因子のひとつであることからも、うつ徴候
の軽減と認知機能低下の抑制の両側面から
の予防がより重要な対象層であると考えら
れる。その介入手段としては、有酸素運動を
中心とした身体活動の増大による効果が期
待できるが、運動を伴わない介入手段として
楽器演奏や絵画などの芸術活動による脳活
性の効果も期待できる[5]。 

これらの非薬物による地域での介入が、う
つ徴候および記憶低下のリスクを有する高
齢者のうつ抑制と認知機能向上に効果的で
あることが示すことができれば、地域で実施
可能な有効な予防策として広く適応するこ
とができると考える。 
 
２．研究の目的 
(1)適切な介入手段の探索 

認知機能や脳活性に対して、非薬物介入の
手段として有酸素運動が有効となり得るこ
とが示されているが、運動以外の介入方法と
して、高齢者が興味を持ちやすく、継続が可
能な介入手段の候補を模索することを目的
した。また、高齢者が実施している日常的な
活動と認知機能および認知課題中の脳血流
変化との関連を調べた。 
 
(2)うつ徴候および軽度記憶障害を有する地
域在住高齢者に対する非薬物介入効果 
大規模地域コホート調査から、うつ徴候お

よび軽度記憶障害を有する地域在住高齢者
を抽出し、それらの対象者に対する運動をは
じめとした非薬物での介入がうつ症状悪化
の抑制や認知機能向上に効果があるか否か
を RCTによって明らかにすることを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
(1)適切な介入手段の探索 

軽度記憶低下およびうつ徴候の高齢者を
介入の対象者と想定して、運動以外の非薬物
による効果的な介入手段を選定する作業を
実施した。介入方法の選定のための調査とし
て、地域在住の高齢者が興味を持って、継続
的に実施できる可能性のある活動を質問紙
によって模索した。地域在住の高齢者 202 名
（平均 76.3 歳）を対象として、日常的に脳
の健康のために取組んでいる活動の有無や
日常でのさまざまな活動に関する興味の有
無などを調査した。また、健忘型 MCIに該当
する高齢女性 56名（平均 72.0歳）を対象に、
語想起課題中の脳血流変化と園芸（ガーデニ
ング）活動の有無との関連を調べた。 
 
(2)うつ徴候および軽度記憶障害を有する地
域在住高齢者に対する非薬物介入効果 
介入の対象者は、大規模地域コホート調査

に参加した 65 歳以上の地域在住高齢者から
リクルートした。介入対象者の取り込み基準
は、うつ傾向（Geriatric Depression Scale：
GDS で 5 点以上）および軽度記憶問題を有す
る（主観的な記憶低下の訴えのある者、また
は記憶検査の結果で年齢階級に比して 1.0×
標準偏差以上の低下のある者）高齢者とした。 

運動による介入群では、週 1 回 90 分の集
団での運動教室に参加してもらい、6 か月間
で全 20 回のプログラムを提供した。菜園・
園芸による介入群では、週 1 回 60～90 分程
度の集団での菜園・園芸作業を中心に行った。
菜園・園芸作業は 6 か月間で 18 回のプログ
ラムを提供した。対照となる講座群では、6
か月間の介入期間中に 2 回の講座を行った。 
本解析では、介入研究に参加した 89 名の

うち、介入前後で GDSに欠損のない 80 名（平
均年齢 73.1 歳、女性 38 名）による pre 
protocol 解析を行った。介入効果を検証する
主要評価項目は GDS、単語記憶、論理的記憶、
副次評価項目は言語流暢性課題、MRI での脳
萎縮、血中 BDNF 濃度、健康関連 QOL とし、
その他の評価項目は歩行速度、2 分間歩行距
離、生活空間、身体活動量とした。 
 
４．研究成果 
(1)適切な介入手段の探索 
対象となった 202名のうち、97 名（48.0%）

が脳の健康のために取組んでいる活動があ
ると回答し、取組んでいないと回答した者と
比較して、物語記憶課題（即時再認）および
情報処理課題の成績が有意に良好であり（p
＜0.05）、単語記憶課題（遅延再生）の成績
が良好な傾向であった（p＜0.10）（図 1）。さ
まざまな活動の実施状況や興味の有無を調
べたところ、園芸（ガーデニング）の実施割
合が最も多く（113名）、現在は取り組んでい
ないが今後に取り組んでみたいと回答した
者も 40名（19.9%）いた。園芸（ガーデニン
グ）に取り組んでいる者と取り組んでいない
者で比較すると、年齢や性別に差はないもの
の、取り組んでいる者では注意機能の成績が



有意に良好で（p＜0.01）、全般的な認知機能
（Mini-Mental State Examination）も良好
な傾向であった（p＜0.10）。また、女性にお
いては園芸（ガーデニング）に取り組んでい
る者で、うつ徴候を調べる指標の値が低い傾
向であった（p＜0.10）。 
さらに、健忘型 MCI に該当した地域高齢者

女性 56名（平均 72.0歳）を対象に認知課題
（言語流暢性課題）中の脳の血流を測定して、
日常的に園芸（ガーデニング）を実施してい
る者（38 名）と実施していない者（18 名）
とで比較した。その結果、右側前頭葉領域に
おける血流に有意差が認められ、日常的に園
芸（ガーデニング）を実施している者で血流
（⊿酸化ヘモグロビン濃度）が有意に増大し
ていた（p＜0.05）（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(2)うつ徴候および軽度記憶障害を有する地
域在住高齢者に対する非薬物介入効果 
研究全体では、2,524 名の一次スクリーニ

ングから 294名（11.6％）の潜在的対象を抽
出し、研究説明会を経て、取り込み基準に該
当して同意の得られた 89 名による RCT を実
施した。89 名の対象者は、運動群 30 名、菜
園群 30名、対照（講座）群 29 名にランダム
に割り付けられた。 
解析データは、介入前後でデータの取得が

可能であった運動群 26名、菜園群 26 名、対
照群 28 名であり、ベースラインでの基本情
報や各評価項目に群間で有意差は認めなか
った。平均参加率は、運動群 91.2%、菜園群
84.5%であった。各評価項目の介入前後での
変化値を従属変数とし、独立変数に群要因、
年齢、性別、教育歴、各評価のベースライン
値を投入した多重線形回帰モデル解析の結
果、論理的記憶（即時および遅延再生）と 2
分間歩行距離に対して群要因が有意であっ
た。対照群を参照とした単純対比を行った結
果、論理的記憶の即時再生（42.0%改善、p = 
0.02）および遅延再生（57.0%改善、p = 0.01）
が運動群で有意な改善効果を示し、2 分間歩
行距離についても運動群で有意に改善して
いた（6.4%改善、p = 0.02）（図 3）。菜園群
が対照群に比して有意な改善を示す項目は
認められなかった。うつ徴候および軽度記憶
低下を有する高齢者に対する運動介入は、記
憶および持久性の向上に効果が期待される
ことが示されたが、菜園作業での介入効果は
確認することができなった。 
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